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COVID-19と健康というテーマの再考（感染症と人類）

近代医学のドグマ 「原因を明らかに」 「やっつける。取り除く。」

感染症の原因の
微生物を解明

その微生物をなくす

抗生物質、殺菌剤

ウイルスは宿主と共生
しようとするのでは

ないか？

微生物の多様性という
概念の欠如

でも・・・

抗生物質→ ヒト常在細菌という総体の撹乱→ 不在故の病気

常在細菌：１００兆個ほどの微生物（≒２kg）、1/3共通・1/3地域間・1/3個体
間

ひとりひとりのヒトマイクロバイオーム

医療人類学や医療生態学の視点から感染症を考える必要があるのでは？



One Health （ワンヘルス）

2021年12月1日

The One Health definition developed by the OHHLEP states:

One Healthとは、人、動物、生態系の健康の持続的なバランスと最適化を目的とした、
統一的な統合的アプローチ。
One Healthは、人間、家畜および野生動物、植物、そしてより広い環境（生態系を含む）の
健康が密接に関連し、相互依存していることを認識した概念。

健康と生態系への脅威に立ち向かい、
クリーンな水、エネルギー、空気、安全で栄養価の高い食品など
集合的なニーズに対応し、
また、気候変動に対応し、持続可能な発展に貢献するもの。

→「ポスト2020生物多様性枠組（P-2020 GBF）にも
One Healthを組み込むことが議論されている。



生態系（というダイナミックなシステム）の健康

生態系の健全性とは、「そこにすむべき生物が、ちゃんと生きていけること」
（参考：島谷幸宏:健全な生態系とは何か？その評価と復元）

Ecosystem Integrity
Ecosystem integrity is defined as the system’s capacity to maintain structure and ecosystem 
functions using processes and elements characteristic for its ecoregion (Dorren et al., 2004)
生物地理学的な視点で分けた地域ごとの特徴を踏まえたシステムのプロセスと要素により、

生態系の構造と機能を維持できるという能力

生態系の機能
例えば・・・
水を浄化する、空気を浄化する、洪水を抑制する、気温をコントロールする

→ 自立型、再生産できる、自然がもたらしてくれている恩恵を享受し続ける

https://www.istockphoto.com/jp/%E3%83%99%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC/%E9%9D%92%E3%81%A8%E7%99%BD%E3%81%AE%E5%85%89%E3%81%AE%E5%8B%95%E3%81%8D%E3%81%AE%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E8%83%8C%E6%99%AF-gm978365210-265927145


生態系ベースのアプローチ （Ecosystem-based Approaches)

自立型、再生産できる、自然がもたらしてくれている恩恵を享受し続ける

• 自然立地的土地利用計画

• 地理 ー 土地の理

• 自然資本

→土地の声をよく聞いて、地域づくりをしていく。

管理コストの最小化

事例：HIGH LINE（New York）

https://www.thehighline.org/sustainable-practices/

- 植物の選択（在来種、干ばつ耐性、ローメンテナンス）
- 地域資源の活用（半径100mからの供給）
- 水やり（天水が基本）
- 堆肥（on-site compost)
- 統合的害虫管理プログラム（殺虫剤化学肥料不使用）
- その土地の花粉媒介

https://www.thehighline.org/sustainable-practices/


ビジネス・金融業界の動きとEcosystem-based Approaches ❶



ビジネス・金融業界の動きとEcosystem-based Approaches ❷

Task force on Nature-related Financial Disclosure, TNFD

• 自然資本関連のリスク管理と財務開示に関する枠組を提供する国際イニシアティブ

• 自然資本関連のリスクを踏まえた投融資先の選択が可能となり、企業のNature-positive行動計画、
Nature-positiveな製品・サービス・ビジネスモデルを誘導

• リスク管理と財務開示に関する枠組は、2022年3月に枠組のベータ版が、ベータ版を元にした試行を
踏まえて2023年末までに最終盤が公表予定。

• 枠組策定にあたり、現在定義、使用データ、測定手法などが検討されているが、ランドスケープの
アセスメントを基礎に進んでいる模様。

One Healthを叶える
Nature-positiveなまちづくりへの資源動員の機会



すでに進んでいる総合的な健康の概念を取り込んだ都市空間デザイン❶

世界経済フォーラム（ダボス会議）で「BiodiverCities」イニシアティブ発足（2021.1.27）

世界のリーダーが、気候変動、生物多様性の喪失、COVID-19といった
相互に関連する危機に直面するにつれて、
都市はこれらの世界的なリスクに対処するためのイノベーションのための重要な
スペースとして浮上してきました。
都市と自然の関係を変革することは、都市の回復力を高め、
都市化率の上昇によって引き起こされる環境圧力を緩和する可能性を秘めています。
この可能性を実現するには、2030年までにnature positiveな都市、
つまり「BiodiverCities」への移行を加速する必要があります。



すでに進んでいる総合的な健康の概念を取り込んだ都市空間デザイン❷

Nature-positiveなまちづくり
のための

イノベーティブな
ソリューションを公募

77のソリューションが選定



すでに進んでいる総合的な健康の概念を取り込んだ都市空間デザイン❸

事例：自家用車から脱却する社会、家に駐車場を設けることを禁止（オランダ）

自家用車が欲しい人は遠く離れた地下駐車場へ。

これは、ユトレヒトで1万人を収容する新しい歩行者専用ゾーンを
創り出すことを可能に。

自家用車スペースの代わりに、
ライデン市はライデン駅前の
駐輪場（無料）を拡大（中）



鎌倉で開催したワークショップ（2022.02.27）から


